
近
代
日
本
に
お
け
る
国
家
と
撃
さ
個
人
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

田
中
征
男
人
間
関
係
学
部
教
授

研
究
会
で
は
標
記
の
テ
!
マ
で
「
大
逆
事
件
」
の

時
期
を
対
象
に
報
告
を
お
こ
な
っ
た
が
、
激
石
に
つ

お
か
み

い
て
は
す
で
に
『
エ
ス
キ
ス
釘
』
誌
の
短
文
『
「
御
上
」

考
私
論

l
激
石
、
鴎
外
に
ふ
れ
て
』
で
大
体
の
こ
と

は
書
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
当
日
、
簡

単
に
紹
介
し
た
幸
徳
秋
水
(
一
八
七
一

s
一
九
一
一

年
一
月
)
、
河
上
肇
(
一
八
七
九
1
一
九
四
六
年
て

内
村
鑑
三
(
一
八
六
一

1
一
九
三

O
年
、
鴎
外
よ
り
一

歳
年
長
)
、
徳
富
盛
花
(
一
八
六
八

s
一
九
二
七
年
)

に
つ
い
て
、
メ
モ
を
記
し
て
お
き
た
い
(
国
家
権
力

の
側
か
ら
の
呼
称
で
あ
る
『
大
逆
事
件
」
に
対
し
て
、

こ
れ
を
是
と
し
な
い
人
々
は
「
幸
徳
事
件
」
と
呼
ぴ
、

僕
も
そ
の
見
解
に
賛
成
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
通
例

に
従
っ
て
お
く
)
。
た
だ
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、
単
な

る
資
料
紹
介
に
終
わ
り
、
詳
し
い
考
察
は
で
き
な
い

こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
く
.

幸
徳
秋
水
『
二
十
世
紀
之
怪
物
帝
国
主
義
』

一
九

O
一
(
明
治
三
四
)
年
四
月
刊

弱
冠
二
九
歳
の
幸
徳
秋
水
が
我
が
国
最
初
の
社
会

主
義
政
党
、
社
会
民
主
党
結
成
の
直
前
に
発
表
し
た

標
記
の
著
作
は
、
二
年
後
の
『
社
会
主
義
神
髄
』
と

な
ら
ん
で
、
否
そ
れ
以
上
に
こ
の
テ
l
マ
に
関
し
て

先
駆
的
で
あ
り
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
「
第

一
章
緒
言
」
の
官
頭
は
「
帝
国
主
義
は
煉
原
の
火

也
」
の
小
見
出
し
で
、
「
盛
な
る
哉
所
翻
帝
国
主
義
の

流
行
や
、
勢
い
煉
原
の
火
の
知
く
然
。
世
界
万
邦
皆

な
其
膝
下
に
摺
伏
し
、
之
を
賛
美
し
崇
拝
し
奉
持
せ

ざ
る
な
し
」
と
始
ま
り
、
日
本
も
ま
た
日
清
戦
争
以

来
、
「
上
下
之
に
向
か
っ
て
熱
狂
す
る
、
騨
馬
の
瓶
を

脱
す
る
が
如
し
」
と
述
べ
る
。
つ
づ
い
て
、
帝
国
主

義
(
者
)
で
な
け
れ
ば
政
事
家
は
政
事
家
で
な
く
、

国
家
は
ま
る
で
国
家
で
な
い
よ
う
な
現
実
に
、
「
果
た

し
て
何
の
徳
あ
り
、
何
の
力
あ
り
」
と
問
題
を
立
て

る
。
そ
し
て
「
国
家
経
営
の
目
的
」
の
小
見
出
し
を

立
て
て
、
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
「
国
家
経
営
の
目



的
は
、
社
会
永
遠
の
進
歩
に
在
り
、
人
類
全
般
の
福

利
に
在
り
。
:
:
:
而
し
て
今
の
国
家
と
政
事
家
が
奉

持
せ
る
帝
国
主
義
也
者
は
、
吾
人
の
為
め
に
幾
何
か

道
箇
の
進
歩
に
資
せ
ん
と
す
る
乎
、
幾
何
か
這
箇
の

福
利
を
与
え
ん
と
す
る
乎
」
。

幸
徳
の
筆
鋒
は
、
じ
つ
に
鋭
い
。
こ
の
小
冊
子
の

末
尾
で
、
幸
徳
は
、
帝
国
主
義
に
代
表
さ
れ
る
大
国

主
義
を
「
愛
国
的
病
菌
」
と
呼
び
、
そ
れ
は
今
や
「
朝

野
上
下
に
蔓
延
し
、
帝
国
主
義
的
ベ
ス
ト
は
世
界
列

国
に
伝
染
し
、
二
十
世
紀
の
文
明
を
破
援
し
尽
く
さ

ん
と
己
ま
ざ
ら
ん
と
す
。
社
会
改
革
の
健
児
と
し
て

国
家
の
良
医
を
以
て
任
ず
る
の
志
士
義
人
は
、
宜
し

く
大
に
奮
起
す
可
き
の
時
に
非
ず
や
」
。
そ
し
て
、

「
大
消
潔
法
大
革
命
」
の
緊
急
に
必
要
な
こ
と
を
説
い

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。
「
少
数
の
国
家

を
変
じ
て
多
数
の
国
家
た
ら
し
め
よ
、
陸
海
軍
人
の

国
家
を
変
じ
て
農
工
商
人
の
国
家
た
ら
し
め
よ
、
貴

族
専
制
の
社
会
を
変
じ
て
平
民
自
治
の
社
会
た
ら
し

め
よ
、
資
本
家
横
暴
の
社
会
を
変
じ
て
労
働
者
共
有

の
社
会
た
ら
し
め
よ
。
而
し
て
後
ち
正
義
博
愛
の
心

は
即
ち
偏
僻
な
る
愛
国
心
を
圧
せ
ん
也
、
科
学
的
社

会
主
義
は
即
ち
野
蛮
的
軍
国
主
義
を
亡
さ
ん
也
・
・
・
」

(
ち
な
み
に
「
科
学
的
社
会
主
義
」
の
用
語
は
こ
れ
が

最
初
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、
二
冊
は
ご
く
薄

い
岩
波
文
庫
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
)
。

河
上
肇
『
時
勢
之
変
』
『
日
本
独
特
の
国
家
主
義
」

『
貧
乏
物
語
』
〈
第
一
)
『
社
会
問
題
研
究
』

河
上
が
生
ま
れ
た
の
は
一
八
七
九
(
明
治
一
二
)
年

で
、
明
治
維
新
の
前
年
一
八
六
七
年
生
ま
れ
の
「
五

人
組
」
(
激
石
、
正
問
子
規
、
南
方
熊
楠
、
幸
田
露
伴
、

尾
崎
紅
葉
)
か
ら
干
支
で
ち
ょ
う
ど
一
世
代
あ
と
の

こ
と
に
な
る
。
河
上
の
前
年
に
有
島
武
郎
、
与
謝
野

晶
子
、
翌
年
に
は
後
に
労
働
農
民
党
の
盟
友
と
な
る

大
山
郁
夫
が
生
ま
れ
て
い
る
。
河
上
ら
の
世
代
は
、

一
O
歳
前
後
の
感
受
性
の
し
な
や
か
な
思
春
期
入
り

口
の
時
期
に
帝
国
憲
法
、
教
育
勅
語
が
制
定
・
公
布

さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
天
皇
制
・
教
育
勅
語
体
制
が
本
格

化
す
る
時
代
と
重
な
っ
て
お
り
、
そ
の
人
間
形
成
・

人
格
形
成
に
あ
た
え
た
影
響
を
研
究
す
る
こ
と
も
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
.

三
一
歳
の
河
上
が
一
九
一

O
(明
治
四
三
)
年
一
二

月
二
九
日
、
す
な
わ
ち
幸
徳
秋
水
ら
に
対
す
る
「
公

判
」
(
実
際
に
は
完
全
な
秘
密
裁
判
)
の
終
了
の
日
に

最
後
の
短
い
「
序
言
」
を
書
き
、
翌
年
三
月
に
公
刊

し
た
の
が
『
時
勢
之
変
』
と
題
す
る
大
著
で
あ
っ
た
。

こ
の
本
は
旧
著
『
社
会
主
義
評
論
』
(
一
九

O
五
年
に

『
読
売
新
聞
』
に
連
載
。
中
途
で
捌
筆
す
る
が
翌
年
一

月
に
刊
行
。
河
上
は
精
神
的
な
振
幅
の
大
き
い
人
間

で
、
こ
の
問
、
河
上
は
一
切
の
教
職
を
辞
し
て
「
無

我
苑
」
と
い
う
新
興
宗
教
団
体
に
入
信
す
る
と
い
う
、

精
神
的
な
激
動
が
あ
っ
た
)
に
み
ず
か
ら
不
満
を
感

じ
絶
版
に
し
た
う
え
で
、
一

O
日
ば
か
り
で
書
き
上

げ
た
と
い
う
。
大
逆
事
件
の
最
終
公
判
は
一
九
一

O

年
一
二
月
一

O
日
か
ら
ニ
九
日
ま
で
、
判
決
は
翌
一

月
一
八
日
と
い
う
異
例
の
速
さ
で
進
め
ら
れ
た
が
、

『
時
勢
之
変
』
は
こ
の
間
の
一

0
日
間
で
書
か
れ
た
こ

と
に
な
る
。
驚
く
べ
き
は
筆
の
速
さ
だ
け
で
は
な
い
。

国
家
の
言
論
抑
圧
を
正
面
か
ら
見
据
え
て
、
数
年
の

思
索
の
成
果
を
遊
る
よ
う
な
筆
致
で
書
い
た
そ
の
執

念
で
あ
る
。

序
言
で
河
上
は
言
う
。
読
者
は
あ
る
い
は
言
う
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
本
の
内
容
は
微
温
的
で
、
と
く

に
当
局
の
言
論
抑
圧
の
政
策
を
合
理
化
・
正
当
化
す

る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
。
し
か
し
、
と
河
上

は
説
得
的
に
答
え
る
。
目
下
の
国
情
で
は
そ
の
よ
う

な
不
本
意
な
姿
勢
・
態
度
も
、
「
敢
て
之
を
以
て
必
要

己
む
を
得
ざ
る
の
『
想
税
』
」
な
の
だ
、
だ
か
ら
、
本
来

大
い
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
避
け
て
い

る
場
合
も
往
々
あ
る
だ
ろ
う
。
今
の
学
者
は
、
日
進

月
歩
の
知
識
に
一
歩
も
遅
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

要
求
と
、
一
方
「
伝
来
の
感
情
は
文
た
一
竜
も
之
を
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曲
ぐ
る
勿
れ
」
と
い
う
要
求
と
の
「
痛
切
な
る
矛
盾
」

の
な
か
に
微
か
に
生
存
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、

自
分
は
「
悦
ん
で
此
の
矛
盾
を
甘
受
し
進
ん
で
彼
の

想
税
を
負
担
せ
ん
と
す
る
者
な
り
」
。
自
分
と
し
て
は

こ
う
考
え
て
い
る
の
だ
が
、
「
敢
て
問
う
、
諸
君
は
即

ち
以
て
如
何
と
為
す
か
を
」
。
決
然
と
し
た
河
上
の
姿

が
こ
こ
に
あ
る
。
河
上
は
序
言
を
二
首
の
歌
で
結
ん

で
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
う
い
う
歌
で
あ
っ
た
。
「
急
げ

ど
も
し
ば
し
憩
ふ
て
こ
し
か
た
の
/
図
も
し
る
し
見

る
た
び
の
興
か
な
」
「
春
の
雪
消
ゆ
る
を
お
し
む
こ
弘

ろ
よ
り
/
流
る
〉
お
も
ひ
し
ば
し
盛
り
し
書
」
。
こ
の

歌
に
寄
せ
た
河
上
の
真
意
は
、
何
の
解
説
も
要
し
な

い
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
性
格
の
『
時
勢
之
変
』
の
モ
チ
ー

フ
を
大
胆
か
つ
乱
暴
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
も
ち
ろ

ん
ま
だ
ラ
フ
な
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
経

済
史
・
産
業
史
を
主
軸
に
人
類
史
的
な
展
望
の
も
と

で
国
家
一
社
会
一
個
人
の
関
係
の
問
題
を
通
観
し
た

も
の
と
も
理
解
で
き
る
(
今
、
「
も
」
と
し
た
の
は
率

直
に
言
っ
て
十
分
な
自
信
が
な
い
か
ら
で
あ
る
)
。

次
に
、
「
日
本
独
特
の
国
家
主
義
」
(
発
表
さ
れ
た

の
は
『
時
勢
之
変
』
と
同
じ
一
九
一
一
年
三
月
)
。
こ

ち
ら
の
モ
チ
ー
フ
は
明
解
で
あ
り
、
痛
烈
で
あ
り
、

い
く
つ
も
の
独
創
的
な
造
語
を
ふ
く
め
気
鋭
の
少
壮

学
者
の
面
白
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
(
河
上
三
二
歳
)
。

比
較
的
短
い
こ
の
論
文
は
、
幸
徳
秋
水
ら
が
処
刑
さ

れ
た
一
九
一
一
年
の
一
一
月
に
公
刊
さ
れ
た
『
経
済

と
人
生
』
と
題
す
る
論
文
集
の
最
後
、
第
五
編
と
し

て
収
録
さ
れ
た
(
第
四
編
は
「
政
体
と
国
体
」
)
。
こ
こ

で
の
河
上
は
『
時
勢
之
変
』
と
は
別
人
の
よ
う
に
激
烈

と
も
い
え
る
国
家
主
義
批
判
を
展
開
し
、
読
ん
で
い

て
痛
快
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
傑
然
と
す
る
こ
と
も

あ
る
。
お
そ
ら
く
河
上
の
胸
中
に
は
幸
徳
秋
水
ら
を

不
法
に
処
刑
し
た
明
治
国
家
権
力
に
対
す
る
憤
然
と

し
た
復
讐
、
仇
討
ち
の
思
い
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

論
文
「
日
本
独
特
の
国
家
主
義
」
は
、
個
々
の
人

間
を
「
自
存
の
価
値
あ
り
自
己
目
的
性
を
有
す
」
る

も
の
と
み
な
し
て
国
家
を
人
間
の
目
的
の
た
め
の
手

段
と
す
る
西
洋
(
も
ち
ろ
ん
理
念
型
と
し
て
)
に
対

し
、
逆
に
国
家
を
本
源
と
し
て
「
自
存
の
価
値
を
有

し
自
己
目
的
性
を
有
す
る
」
唯
一
の
も
の
と
し
、
人

間
を
国
家
の
た
め
の
手
段
と
み
な
す
日
本
と
を
比
較

・
検
討
し
、
西
洋
と
日
本
の
「
民
族
的
特
徴
」
を
挟

り
だ
す
。
そ
の
際
、
河
上
は
既
成
の
概
念
に
囚
わ
れ

た
り
、
安
易
に
依
存
し
た
り
せ
ず
、
大
胆
で
斬
新
な

造
語
を
み
ず
か
ら
作
り
出
し
な
が
ら
、
従
っ
て
と
き

に
は
荒
っ
ぽ
く
粗
雑
に
さ
え
印
象
さ
れ
る
言
葉
と
表

現
で
語
る
の
で
あ
る
(
別
の
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る

が
、
内
田
義
彦
は
河
上
の
こ
う
い
う
素
養
を
「
創
造

に
働
く
幼
児
魂
」
と
よ
ん
で
い
る
)
@

人
民
が
主
人
公
だ
か
ら
「
民
主
国
」
、
国
家
が
主
人

公
だ
か
ら
「
国
主
国
」
。
民
主
国
で
は
人
民
の
「
人
格
」

が
発
展
し
う
る
が
、
国
主
国
で
発
展
す
る
の
は
国
家

の
機
関
と
し
て
の
意
義
を
自
覚
す
る
限
り
で
の
「
国

格
」
だ
け
で
あ
り
、
国
主
国
た
る
日
本
に
は
、
極
端

に
い
え
ば
「
元
来
人
格
の
観
念
」
が
な
い
の
で
あ
る
.

大
正
期
、
盛
ん
に
「
人
格
主
義
」
「
人
格
教
育
」
が
唱

え
ら
れ
た
が
、
河
上
に
よ
れ
ば
そ
れ
ら
は
み
な
偽
物

で
、
じ
つ
は
国
家
の
目
的
に
従
属
し
た
「
国
格
主
義
」

「
国
格
教
育
」
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。

河
上
は
ま
た
、
「
天
賦
人
権
」
と
い
う
言
葉
か
ら
三

つ
の
造
語
を
作
っ
て
、
論
を
展
開
し
て
い
く
。
存
在

証
明
の
必
要
の
な
い
、
そ
れ
こ
そ
先
天
的
に
自
明
な

も
の
を
「
天
」
と
呼
ぶ
な
ら
、
そ
の
天
が
人
民
に
権

利
を
与
え
保
障
す
る
の
が
「
天
賦
人
権
」
だ
、
天
か

ら
権
利
を
保
障
さ
れ
た
人
民
が
国
家
に
権
限
を
与
え

る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
「
民
(
人
)
賦
国
権
」
。
と
こ

ろ
が
日
本
は
ま
る
で
逆
で
、
神
か
仏
か
分
か
ら
な
い

が
、
と
に
か
く
「
天
」
が
ま
ず
国
家
に
権
限
を
与
え

る
。
日
本
人
に
と
っ
て
、
国
家
こ
そ
は
至
高
の
存
在

と
し
て
個
人
に
超
越
す
る
先
天
的
な
も
の
な
の
だ
。

そ
の
国
家
が
国
家
の
目
的
・
必
要
に
応
じ
て
個
々
の
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人
間
に
権
利
を
与
え
る
、
だ
か
ら
日
本
は
「
天
賦
国

権
」
で
「
国
賦
人
権
」
な
の
だ
。
「
極
言
す
れ
ば
、
西

洋
に
在
つ
て
は
国
家
は
人
民
の
奴
隷
に
し
て
、
日
本

に
在
つ
て
は
人
民
が
国
家
の
奴
隷
た
り
」
。
(
そ
も
そ

も
「
天
賦
人
権
」
と
い
う
な
か
な
か
魅
力
的
で
、
言

い
得
て
妙
だ
と
思
う
言
葉
は
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、

ど
う
い
う
外
来
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
の
か
、
柳
父
章

な
ら
調
べ
て
い
る
は
ず
だ
と
考
え
た
が
、
い
ま
手
元

に
著
書
が
な
い
の
で
横
着
を
す
る
。
「
天
賦
」
な
ど
と

い
う
言
葉
は
い
か
に
も
暖
昧
で
、
科
学
的
用
語
と
し

て
耐
え
得
な
い
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ

で
詳
し
く
は
述
べ
ら
れ
な
い
が
、
僕
は
そ
う
は
恩
わ

な
い
。
著
書
と
し
て
は
植
木
枝
盛
『
天
賦
人
権
鱒
』
、

馬
場
辰
猪
『
天
賦
人
権
論
』
(
と
も
に
明
治
二
ハ
年
|

一
八
八
三
l
一
月
刊
)
が
見
ら
れ
る
が
、
明
治
初
年

に
は
す
で
に
使
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
鈴
木
修

次
『
日
本
漢
語
と
中
国
』
(
中
公
新
書
、
一
九
八
一
年
)

は
、
加
藤
弘
之
が
明
治
七
年
の
『
明
六
雑
誌
』
第
五

号
に
載
せ
た
「
米
国
政
教
」
を
紹
介
し
、
「
天
良
是
非

ノ
自
由
権
(
按
ズ
ル
ニ
天
賜
ノ
良
心
ヲ
以
テ
自
由
ニ

事
ノ
是
非
ヲ
考
定
ス
ル
ノ
権
ヲ
云
フ
)
:
:
:
」
の
一

文
を
引
用
し
、
括
弧
の
部
分
を
「
い
わ
ゆ
る
『
天
賦

人
権
説
』
を
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
も
の
」
と
解
説

し
て
い
る
)
。

だ
か
ら
日
本
で
は
「
宮
治
」
は
一
般
的
だ
が
、
「
自

治
」
は
育
た
な
い
。
日
本
人
は
「
没
我
」
が
好
き
だ

と
い
う
が
、
こ
れ
も
眉
唾
も
の
だ
。
日
本
人
が
没
我

的
に
な
る
の
は
国
家
に
対
し
て
だ
け
で
あ
り
、
国
家

を
超
え
る
存
在
に
は
決
し
て
没
我
な
ど
し
な
い
、
否

そ
う
い
う
存
在
自
体
を
認
め
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。

国
家
こ
そ
は
「
最
上
最
高
最
大
の
権
成
」
を
も
ち
、

天
皇
は
「
最
も
完
全
な
る
国
格
を
保
有
」
し
、
「
抽
象

的
な
る
国
家
神
を
具
体
的
に
し
た
る
者
が
吾
国
の
天

皇
」
な
の
だ
か
ら
、
日
本
人
に
宗
教
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
「
国
家
教
」
で
あ
り
、
「
天
皇
教
」
と
い

う
べ
き
も
の
に
他
な
ら
な
い
、
と
喝
破
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
河
上
の
論
旨
は
明
快
、
率
直
、
日

本
の
現
実
を
鋭
い
刃
で
一
万
両
断
す
る
風
が
あ
る
。

な
お
河
上
に
つ
い
て
は
、
内
田
義
彦
の
次
の
論
文
に

多
く
を
学
ん
で
い
る
。
そ
の
学
び
方
は
、
林
達
夫
が

エ
ッ
セ
イ
「
い
わ
ゆ
る
剰
窃
」
で
や
や
皮
肉
っ
ぽ
く
、

し
か
し
真
面
目
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
剰
窃
ま
が
い

と
の
誹
り
を
免
れ
な
い
体
の
も
の
だ
と
自
覚
し
て
い

る
。
し
か
も
な
お
正
直
に
白
状
し
て
し
ま
え
ば
、
林

の
エ
ッ
セ
イ
も
筑
摩
書
房
の
「
近
代
日
本
思
想
大
系

羽
」
と
し
て
『
大
杉
栄
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
と
き
(
一

九
七
四
年
て
そ
の
解
説
文
で
大
沢
正
道
に
教
え
て
も

ら
い
、
す
ぐ
に
手
元
に
あ
っ
た
著
作
集
で
読
ん
だ
の

で
あ
っ
た
。
僕
の
先
生
の
一
人
は
、
学
ぶ
こ
と
は
盗

む
こ
と
だ
、
と
言
っ
て
い
た
が
、
以
て
至
言
で
あ
る
。

問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
盗
む
モ
ラ
ル
と
モ
l
ド
に
あ
る
。

か
く
し
て
「
積
ん
説
」
「
並
べ
説
」
も
思
い
も
か
け
ぬ

と
き
に
役
に
立
ち
、
さ
さ
や
か
な
喜
び
を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
明
治
未
期
の
河
上
肇
」
(
一
九
六

O
年
一
月
。
の

ち
『
日
本
資
本
主
義
の
思
想
像
』
一
九
六
七
年
に

収
録
。
現
在
は
『
著
作
集
』
第
五
巻
、
岩
波
書
庖

に
収
録
)

「
『
あ
る
日
の
講
話
』
の
河
上
肇
」
(
一
九
七
九
年
の

講
演
に
大
幅
加
筆
。
『
著
作
集
』
第
八
巻
)

「
河
上
肇
l
一
つ
の
試
論
」
(
筑
摩
書
房
「
近
代
日

本
思
想
大
系
問
」
『
河
上
肇
集
』
の
解
説
論
文
。
『
著

作
集
』
で
約
一

0
0ペ
ー
ジ
の
大
作
。
の
ち
『
作
品

と
し
て
の
社
会
科
学
』
一
九
八
一
年
に
収
録
。
『
著

作
集
』
第
八
巻
)

以
上
、
研
究
会
で
報
告
し
た
こ
と
に
補
足
を
加
え

な
が
ら
書
い
て
み
た
。
紙
数
も
オ
ー
バ
ー
し
た
し
、

研
究
会
で
の
発
表
の
主
体
は
官
頭
に
述
べ
た
よ
う
に

激
石
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
終
わ
り
に
し
た
い
と
思

う
。
残
り
の
部
分
は
ま
た
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

と
く
に
河
上
に
つ
い
て
は
『
貧
乏
物
語
』
(
一
九
二
ハ

年
の
九
月
か
ら
一
二
月
ま
で
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
掲
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載
)
、
個
人
雑
誌
『
社
会
問
題
研
究
』
(
一
九
一
九
年
一

月
か
ら
一
九
三

O
年一

O
月
ま
で
、
一

O
六
号
に
ま

で
及
ん
だ
。
一
九
七
五
年
、
社
会
思
想
社
か
ら
復
刻
)

な
ど
を
中
心
に
「
河
上
肇
と
教
育
思
想
研
究
」
と
い

う
テ
l
マ
で
、
多
少
の
こ
と
を
書
い
て
み
た
い
と
い

う
の
が
僕
の
夢
の
一
つ
で
あ
る
。
な
お
、
文
中
引
用

に
当
た
っ
て
、
河
上
の
短
歌
と
書
名
以
外
は
旧
仮
名

遣
い
を
新
仮
名
遣
い
に
あ
ら
た
め
、
ル
ビ
は
煩
輸
相
を

避
け
て
省
略
し
た
.
(
一
九
九
六
年
一
二
月
七
日
稿
)
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